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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第68期

第２四半期
連結累計期間

第69期
第２四半期
連結累計期間

第68期

会計期間
自 平成25年４月１日

至 平成25年９月30日

自 平成26年４月１日

至 平成26年９月30日

自 平成25年４月１日

至 平成26年３月31日

売上高 （千円） 8,741,747 8,376,828 21,676,543

経常利益 （千円） 456,355 193,273 1,649,605

四半期（当期）純利益 （千円） 275,215 146,280 1,157,842

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 564,110 616,975 1,574,792

純資産額 （千円） 16,934,084 18,617,984 17,833,047

総資産額 （千円） 34,717,163 36,152,465 36,547,985

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 15.44 8.21 64.97

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 38.6 41.5 39.0

営業活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） 2,083,585 1,043,809 1,790,243

投資活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） △479,578 16,047 △564,335

財務活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） △768,524 △755,212 △549,209

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（千円） 4,159,203 4,305,063 4,000,419
 

　

回次
第68期

第２四半期
連結会計期間

第69期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年７月１日

至 平成25年９月30日

自 平成26年７月１日

至 平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 19.63 14.12
 

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

 
 
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内

容について、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した

「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

 

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

 

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

(1)  業績の状況

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国の雇用改善や景気拡大が継続する一方、欧州は長期化する

債務問題の不安感を払拭できず、また中国をはじめとした新興国の経済成長の減速などとともに、テロや疫病のリ

スクも加わり世界経済の先行きはますます不透明感を増してきました。

一方で、わが国経済は、政府の経済政策や日銀の金融緩和政策を背景に緩やかな回復傾向が見られる一方で、円

安による原材料及びエネルギー価格等の上昇に加えて、消費税増税に伴う駆け込み需要の反動などから企業生産や

個人消費が停滞するなど、依然として企業を取り巻く環境は先行き不透明な厳しい経営環境で推移しました。

このような状況のもと、当社グループは受注の獲得と拡大に取り組んでまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は83億76百万円（前年同期比4.2％減）となりました。営業

利益は16百万円（前年同期比90.5％減）、経常利益は１億93百万円（前年同期比57.6％減）、四半期純利益は１億

46百万円（前年同期比46.8％減）となりました。

 

セグメント別の業績の状況は、次のとおりであります。

［鉄道信号関連事業］

鉄道信号関連事業については、運行管理システム等のシステム製品及び踏切障害物検知装置・閉塞装置・集中監

視装置・ＡＴＳ地上子等のフィールド製品は増加しましたが、ＡＴＣ（自動列車制御装置）・電子連動装置等のシ

ステム製品及び軌道回路・踏切装置などのフィールド製品が減少し、売上高は75億36百万円（前年同期比3.2％

減）、セグメント利益は４億53百万円（前年同期比29.8％減）となりました。

［産業用機器関連事業］

産業用機器関連事業については、非接触ＩＤシステム・金型等は増加しましたが、可塑成形・エネルギー監視シ

ステム等が減少し、売上高は６億52百万円（前年同期比15.4％減）、セグメント損失は22百万円（前年同期は11百

万円の利益）となりました。

［不動産関連事業］

不動産関連事業については、売上高は１億87百万円（前年同期比1.2％増）、セグメント利益は88百万円（前年同

期比1.4％減）となりました。
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(2)  財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ３億95百万円減少し、361億52百万円と

なりました。これは、たな卸資産が17億20百万円、投資有価証券が６億82百万円それぞれ増加しましたが、受取手

形及び売掛金が29億53百万円減少したことなどによるものです。

当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ11億80百万円減少し、175億34百万円とな

りました。これは、長期借入金が４億79百万円、未払法人税等が２億92百万円それぞれ減少したことなどによるも

のです。

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ７億84百万円増加し、186億17百万円と

なりました。これは、その他有価証券評価差額金が３億84百万円、利益剰余金が３億33百万円増加したことなどに

よるものです。

 

(3)  キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ３億４百万円増加し、43億５百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金は、10億43百万円の増加（前年同期は20億83百万円の増

加）となりました。これは、たな卸資産の増加により17億20百万円資金が減少しましたが、売上債権の回収により

29億53百万円資金が増加したことなどによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金は、16百万円の増加（前年同期は４億79百万円の減少）

となりました。これは、有形及び無形固定資産の取得による支出により１億61百万円資金が減少しましたが、定期

預金の受払により１億５百万円資金が増加したことなどによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金は、７億55百万円の減少（前年同期は７億68百万円の減

少）となりました。これは、借入金の返済により５億34百万円、配当金の支払により１億24百万円資金が減少した

ことなどによるものです。

 

(4)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(5)  研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は３億93百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数　(株)

普通株式 30,000,000

合計 30,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数 (株)
(平成26年９月30日)

提出日現在
発行数 (株)

(平成26年11月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,018,000 18,018,000
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数　1,000株

合計 18,018,000 18,018,000 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年９月30日 － 18,018,000 － 1,500,039 － 1,233,716
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(6) 【大株主の状況】

平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本電設工業株式会社 東京都台東区池之端一丁目２－23 2,095 11.63

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町一丁目５－５ 875 4.86

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１－２ 840 4.67

第一生命保険株式会社 東京都千代田区有楽町一丁目13－１ 821 4.56

朝日生命保険相互会社 東京都千代田区大手町二丁目６－１ 715 3.97

日本リーテック株式会社 東京都千代田区神田錦町一丁目６ 655 3.64

大同信号取引先持株会 東京都港区新橋六丁目17－19 649 3.61

日新火災海上保険株式会社 東京都千代田区神田駿河台二丁目３ 555 3.08

戸部　政彦 埼玉県三郷市 545 3.02

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７－１ 544 3.02

合計  8,298 46.06
 

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ 単元株式数 1,000株
普通株式 203,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 17,552,000 17,552 同上

単元未満株式 普通株式 263,000 － １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数  18,018,000 － －

総株主の議決権 － 17,552 －
 

　(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式506株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）      

大同信号株式会社
東京都港区新橋六丁目

17番19号
203,000 － 203,000 1.1

合計  203,000 － 203,000 1.1
 

 

 
 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平成

26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、清和監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,571,103 4,769,883

  受取手形及び売掛金 7,712,728 4,759,145

  商品及び製品 2,461,577 2,529,515

  仕掛品 4,012,410 5,382,574

  原材料及び貯蔵品 2,257,169 2,539,463

  その他 824,020 916,443

  貸倒引当金 △5,844 △5,242

  流動資産合計 21,833,165 20,891,783

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 6,431,327 6,431,327

   その他（純額） 3,051,617 2,990,927

   有形固定資産合計 9,482,944 9,422,255

  無形固定資産 177,810 149,182

  投資その他の資産   

   投資有価証券 4,536,054 5,218,370

   その他 520,509 473,374

   貸倒引当金 △2,500 △2,500

   投資その他の資産合計 5,054,064 5,689,245

  固定資産合計 14,714,819 15,260,682

 資産合計 36,547,985 36,152,465

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 3,998,977 4,267,270

  短期借入金 3,754,200 3,699,200

  未払法人税等 327,241 35,205

  賞与引当金 767,663 578,276

  役員賞与引当金 31,630 14,002

  製品補修引当金 302,896 259,786

  受注損失引当金 12,766 12,766

  その他 1,459,955 1,310,468

  流動負債合計 10,655,331 10,176,974

 固定負債   

  長期借入金 1,702,700 1,223,100

  役員退職慰労引当金 123,195 106,452

  製品補修引当金 230,000 230,000

  特別修繕引当金 90,000 97,500

  退職給付に係る負債 2,319,573 1,841,017

  その他 3,594,138 3,859,437

  固定負債合計 8,059,607 7,357,506

 負債合計 18,714,938 17,534,480
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,500,039 1,500,039

  資本剰余金 1,233,716 1,233,716

  利益剰余金 10,478,989 10,812,963

  自己株式 △55,588 △56,719

  株主資本合計 13,157,158 13,490,000

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,222,830 1,606,844

  退職給付に係る調整累計額 △110,852 △99,434

  その他の包括利益累計額合計 1,111,978 1,507,409

 少数株主持分 3,563,910 3,620,573

 純資産合計 17,833,047 18,617,984

負債純資産合計 36,547,985 36,152,465
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 8,741,747 8,376,828

売上原価 6,473,600 6,263,996

売上総利益 2,268,146 2,112,832

販売費及び一般管理費 ※  2,099,527 ※  2,096,753

営業利益 168,618 16,078

営業外収益   

 受取配当金 48,445 50,073

 負ののれん償却額 139,841 139,841

 出資金償還益 132,976 －

 雑収入 11,832 28,390

 営業外収益合計 333,096 218,305

営業外費用   

 支払利息 37,779 36,489

 雑損失 7,580 4,621

 営業外費用合計 45,360 41,111

経常利益 456,355 193,273

特別損失   

 固定資産除却損 24 39

 投資有価証券評価損 － 239

 特別損失合計 24 279

税金等調整前四半期純利益 456,330 192,994

法人税、住民税及び事業税 41,232 36,814

法人税等調整額 89,511 △11,502

法人税等合計 130,743 25,312

少数株主損益調整前四半期純利益 325,587 167,681

少数株主利益 50,371 21,400

四半期純利益 275,215 146,280
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 325,587 167,681

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 238,523 437,876

 退職給付に係る調整額 － 11,417

 その他の包括利益合計 238,523 449,294

四半期包括利益 564,110 616,975

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 482,327 541,712

 少数株主に係る四半期包括利益 81,783 75,263
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 456,330 192,994

 減価償却費 224,476 224,447

 負ののれん償却額 △139,841 △139,841

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 881 △601

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △17,356 △17,628

 賞与引当金の増減額（△は減少） △173,784 △189,387

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △13,329 △16,743

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 18,097 －

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 6,566

 製品補修引当金の増減額（△は減少） △54,797 △43,110

 その他の引当金の増減額（△は減少） 7,500 7,500

 受取利息及び受取配当金 △49,110 △50,794

 支払利息及び社債利息 37,779 36,489

 売上債権の増減額（△は増加） 4,579,284 2,953,583

 たな卸資産の増減額（△は増加） △1,730,718 △1,720,395

 仕入債務の増減額（△は減少） 112,665 268,292

 未払費用の増減額（△は減少） △137,573 △112,725

 未払消費税等の増減額（△は減少） △185,282 803

 その他の流動資産の増減額（△は増加） △49,086 △49,970

 その他の流動負債の増減額（△は減少） △319,360 △9,132

 その他 △7,983 10,131

 小計 2,558,792 1,350,477

 利息及び配当金の受取額 49,110 50,794

 利息の支払額 △38,095 △36,489

 法人税等の支払額 △486,221 △320,973

 営業活動によるキャッシュ・フロー 2,083,585 1,043,809

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △320,242 △420,447

 定期預金の払戻による収入 178,051 526,312

 有形及び無形固定資産の取得による支出 △195,261 △161,026

 有価証券の取得による支出 △300,028 －

 投資有価証券の取得による支出 △2,726 △2,623

 貸付金の回収による収入 12,323 3,293

 貸付けによる支出 － △10,000

 その他 148,306 80,539

 投資活動によるキャッシュ・フロー △479,578 16,047
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           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の返済による支出 △430,000 △420,000

 長期借入金の返済による支出 △119,400 △114,600

 社債の償還による支出 △62,500 △62,500

 自己株式の取得による支出 △785 △1,130

 リース債務の返済による支出 △12,570 △13,436

 配当金の支払額 △124,668 △124,945

 少数株主への配当金の支払額 △18,600 △18,600

 財務活動によるキャッシュ・フロー △768,524 △755,212

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 835,482 304,644

現金及び現金同等物の期首残高 3,323,720 4,000,419

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  4,159,203 ※  4,305,063
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更)

(退職給付に関する会計基準等の適用)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについ

て第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰

属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の期間につい

て従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間

ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が485,123千円減少し、利益剰余金が312,419

千円増加しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に

与える影響は軽微であります。

 

(四半期連結損益計算書関係)

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年９月30日)

給料諸手当 572,089千円 546,645千円

賞与引当金繰入額 160,903千円 170,386千円

役員賞与引当金繰入額 17,524千円 15,192千円

退職給付引当金繰入額 49,624千円 －千円

退職給付費用 －千円 55,298千円

役員退職慰労引当金繰入額 16,936千円 14,927千円

減価償却費 38,210千円 41,453千円

製品補修費 143,576千円 133,454千円

研究開発費 336,722千円 393,843千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年９月30日)

現金及び預金 4,523,810千円 4,769,883千円

預入期間が３ヶ月超の定期預金 △364,607千円 △464,820千円

現金及び現金同等物 4,159,203千円 4,305,063千円
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 124,763 7 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 124,726 7 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

鉄道信号
関連事業

産業用機器
関連事業

不動産
関連事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 7,785,071 771,855 184,820 8,741,747 － 8,741,747

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

20,820 240,267 3,880 264,968 △264,968 －

計 7,805,891 1,012,122 188,700 9,006,715 △264,968 8,741,747

セグメント利益 646,213 11,404 90,183 747,801 △579,182 168,618
 

(注) １　セグメント利益の調整額△579,182千円には、セグメント間取引消去△48,017千円及び各報告セグメントに

配分していない全社費用△531,164千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

鉄道信号
関連事業

産業用機器
関連事業

不動産
関連事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 7,536,914 652,816 187,097 8,376,828 － 8,376,828

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

28,482 187,619 4,211 220,313 △220,313 －

計 7,565,396 840,435 191,309 8,597,142 △220,313 8,376,828

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

453,911 △22,495 88,913 520,328 △504,250 16,078
 

(注) １　セグメント利益の調整額△504,250千円には、セグメント間取引消去12,212千円及び各報告セグメントに配

分していない全社費用△516,462千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２　報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更した

ことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

当該変更による、当第２四半期連結累計期間のセグメント利益又はセグメント損失（△）に与える影響は軽微で

あります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 15.44円 8.21円

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 275,215 146,280

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 275,215 146,280

普通株式の期中平均株式数(株) 17,822,203 17,816,604
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載しておりません。

 

 
 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年11月11日

大同信号株式会社

取締役会  御中

 

清　和　監　査　法　人
 

 

指 定 社 員

業務執行社員
 公認会計士   川　田　増　三 　    印

 

 

指 定 社 員

業務執行社員
 公認会計士   大　塚　貴　史 　    印

 

 

指 定 社 員

業務執行社員
 公認会計士   戸　谷　英　之  　   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大同信号株式会

社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成26年７月１日から平成

26年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大同信号株式会社及び連結子会社の平成26年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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